
光明学園駅伝部、滝ケ原駐屯地で『ジョイトレ（体験入隊）』

部
１
・
２
年
生
１
６
名
を
対
象
に
、
部
活
動
応
援
企
画
『
ジ
ョ
イ
ト
レ
（
体
験
入

要
の
説
明
で
は
、
普
通
科
教
導
連
隊
長
が
鉄
帽
や
戦
闘
ゴ
ー
グ
ル
、
防
弾
チ
ョ
ッ

マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。
中
に
は
「
２
年
後

動
車
や
９
６
式
装
輪
装
甲
車
（
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｃ
）
の
体
験
搭
乗
な
ど
を
実
施
。
部
隊
概

滝
ヶ
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、
光
明
学
園
相
模
原
高
等
学
校
（
相
模
原
市
）
の
駅
伝

え
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
生
活
体
験
を
通
じ
、
集
団
行
動
で
の
規
律
や

練
習
に
加
え
、
駐
屯
地
で
の
１
泊
２
日
の
生
活
体
験
が
行
わ
れ
た
。

キ
な
ど
を
装
着
し
た
『
フ
ル
装
備
の
戦
闘
員
』
と
し
て
登
場
し
、
そ
の
精
悍
な
姿

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
練
習
は
き
つ
か
っ
た
が
、
隊
員
に
走
る
コ
ツ
を
教

じ
て
自
衛
隊
を
知
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

詩
。
今
後
も
部
隊
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
隊
員
と
の
合
同
練
習
や
生
活
体
験
を
通

陸
佐
）
は
、
８
月
１
９
日
（
火
）
か
ら
２
０
日
（
水
）
に
か
け
て
、
陸
上
自
衛
隊

こ
の
企
画
は
令
和
３
年
に
始
ま
り
、
今
回
で
５
回
目
と
な
る
。
例
年
同
様
、
富

隊
）』
を
実
施
し
た
。

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
相
模
原
地
域
事
務
所
（
所
長　

栗
野
晃
光
３
等

士
登
山
駅
伝
競
走
大
会
を
９
連
覇
し
た
滝
ヶ
原
駐
屯
地
持
続
走
練
成
隊
と
の
合
同

初
日
の
１
９
日
は
、
駐
屯
地
紹
介
、
基
本
教
練
、
銃
剣
道
の
訓
練
体
験
、
高
機

に
生
徒
達
は
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
就
寝
前
の
点
呼
で
は
、
昼
間
に
学
ん

だ
基
本
教
練
を
実
践
し
、
隊
員
に
成
長
し
た
姿
を
披
露
し
て
い
た
。

２
日
目
の
２
０
日
は
、
学
生
と
練
成
隊
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
駐
屯
地
か
ら

に
入
隊
す
る
た
め
の
参
考
に
な
っ
た
」
と
話
す
１
年
生
も
お
り
、
充
実
し
た
体
験

自衛隊神奈川地方協力本部

連隊長による部隊の概要説明 基本教練体験 銃剣道体験

９６式装輪装甲車体験搭乗　

日夕点呼

光明学園

隊
員
の
激
励
を
受
け
て
最
後
ま
で
走
り
切
っ
た
。
練
習
後
は
駐
屯
地
に
戻
っ
て
昼

生
た
ち
は
、
コ
ー
ス
の
特
徴
で
も
あ
る
激
坂
に
苦
悶
の
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、

食
を
と
り
、
隊
員
浴
場
で
汗
を
流
し
て
活
動
を
締
め
く
く
っ
た
。

富
士
登
山
ル
ー
ト
御
殿
場
口
５
合
目
ま
で
の
約
１
０
ｋ
ｍ
を
駆
け
上
が
っ
た
。
学

と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

相
模
原
地
域
事
務
所
は
「
滝
ヶ
原
駐
屯
地
で
の
『
ジ
ョ
イ
ト
レ
』
は
夏
の
風
物


